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田園地区（西部） 
＜現況特性＞ 

ほぼ全域が農用地区域に指定されている。西ノ浜からの潮風や飛砂からまもる長大な防風林緑地

があり、現在も機能しているが、近年、マツ枯れやゴミの投棄による景観の悪化及び機能の低下が

発生している。 

また、大きな水辺空間として豊川用水の最終調整池である初立池があり、レクリエーション施設

としても活用されている。 

一方、河川・ため池については、水質汚濁、オオクチバスなどの特定外来生物の生息による在来

種の減少など環境保全機能が低下している。 

  
 

  

  

農地の中のマツ林 

田園風景 田園風景 全景 

豊川用水路 ため池 小塩津池 

初立池公園 
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＜課題＞ 

● 田原市の中でも特徴的な防風林緑地を含めた「田園」の多面的機能向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 市民参加による保安林の保全 

● 環境保全型農業の推進 

 

 

 

＜テーマ＞ 

環境保全型農業を推進し、多様な「緑」や「水」を保全し、改善を図り、本地区の特徴

となる長大な防風林緑地を再生・活用することにより、レクリエーションや市民活動を促

進する。 

 
イメージスケッチ 

 
 

平成 7年頃の西山地域の保安林（マツ林） 平成 17 年の西山地域の保安林（マツ林）
のマツ枯れ状況 

平成 7年頃の西山地域の保安林全景（マツ林） 
（出典：あつみの 40 年 渥美町郷土資料館編） 平成 18 年の西山地域の保安林全景 

（マツ林）のマツ枯れ状況 
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図 5-4-2：田園地区（西部）将来像 

 


